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立  

川　

邦  

男　
委
員
長　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
議
案
第
三
十
七
号

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
議
案
第
三
十
八
号

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
、
議
案
第
三
十
九

号　

平
成
二
十
一
年
度
市
公

共
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
、
議
案
第
四
十
六
号　

平

成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
四
件
。
慎
重
審
査

の
結
果
、
議
案
第
三
十
七
号

に
つ
い
て
は
承
認
、
そ
の
他

三
件
に
つ
い
て
は
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
国
の
補
正

予
算
に
伴
う
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
を
予
算
化
し
た
も
の
。

　

事
業
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

　

臨
時
交
付
金
事
業
決
ま
る市立体育館

た
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
段
階

的
に
減
額
さ
れ
、
十
六
〜

十
八
歳
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
は
二
〇
〇
七
年
、
十
五
歳

以
下
の
子
ど
も
の
世
帯
は

二
〇
〇
九
年
に
廃
止
さ
れ

た
。
本
市
で
は
該
当
世
帯
数

は
五
百
五
十
四
件
。
う
ち
、

母
子
家
庭
が
四
百
五
十
七

件
、父
子
家
庭
が
九
十
七
件
。

う
ち
、
母
子
加
算
世
帯
数
は

三
十
七
件
。

市営プール

経済危機対策臨時交付金事業

事　　　業　　　名 事　業　費
財　源　内　訳

備　　　　考
国庫支出金 一般財源

固定資産税システム更新事業 20,000 16,416 3,584 システムが古くなったので更新する

公用車更新（環境対応車）事業 11,000 9,029 1,971 各課業務用公用車（6台）

ノンステップバス購入補助事業 3,500 2,873 627 低床バス１台

桜花台団地解体事業 18,000 14,775 3,225 中田町池ノ内にある廃止した市営住宅

和田島ニュータウン排水ポンプ設置事業 25,000 20,520 4,480 400mmポンプ１台

消防本部ポンプ車更新事業 28,000 22,983 5,017 消防ポンプ車１台

消防ポンプ車更新事業 9,500 7,798 1,702 第 15分団（櫛渕）
小型動力ポンプ付積載車１台

新型インフルエンザ対策及び救助資機材購入事業 1,000 821 179 感染防御衣、マスク他

新型インフルエンザ対策用備蓄資材購入事業 1,000 821 179 感染防御衣、マスク他

市立体育館耐震診断事業 6,670 5,475 1,195

計 123,670 101,511 22,159

（単位：千円）

文教厚生常任委員会風景

ノンステップバス
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今
回
の
不
祥
事
を
受
け
、
企
業
管
理
者
の

  

専
任
と
緊
急
対
策
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
は

答　答　

企
業
管
理
者
は
来
年
度
、

　
　

四
月
一
日
以
降
に
考
え
た
い

み
ら
い
の
会　

池
渕　

　

彰　
議
員　

今
回
の
不
祥
事
を
受
け
、
企
業
管
理
者
の

  

専
任
と
緊
急
対
策
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
万
全
か

答　答　

市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動

　
　

計
画
に
よ
り
対
応
す
る

み
ら
い
の
会　

井
村　

保
裕　
議
員　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
万
全
か

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  

池渕　　彰　議員

１．運輸課の管理体制と緊急対応について
２．「医・食・住」充実の小松島、まちづくり推進について

木村　文彦　議員

１．臨時職員の待遇改善について
２．児童館のあり方について

井村　保裕　議員

１．新型インフルエンザについて
２．市営住宅について

安平　剛之　議員

１．業者選定時におけるプロポーザル方式について
２．小松島市運輸部の受委託について

天羽　　篤　議員

１．  09 年度補正予算について
２．ごみゼロ小松島について
３．市バス事業について
４．新型インフルエンザ対策について

佐野　善作　議員

１．小松島活性化について

井内　建治　議員

１．徳島小松島港港湾整備の今後の計画について

立川　邦男　議員

１．運輸課現場体制の補完は十分であるのか

市市 政 Q & A

大木　　進　議員

１．エコ対策について
２．女性特有のガン検診事業について
３．緊急保証制度について

宝　　　覚　議員

１．農漁業支援について
２．介護保険について
３．マリンピアへの競輪サテライト建設計画について
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池
渕　

貸
切
観
光
事
業
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
航
空
券
の
代
理
店
事
業

と
、
不
適
切
な
会
計
処
理
が

昨
年
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
回

の
不
祥
事
と
、
市
バ
ス
組
織

の
管
理
体
制
を
早
急
に
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の

緊
急
時
に
新
た
な
る
体
制
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

企
業
管
理
者
を
専
任
し
て
は

ど
う
か
。

市
長　

議
員
の
言
わ
れ
る
こ

と
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
、
な
か

な
か
対
処
し
に
く
い
点
が
あ

る
。
今
後
、
来
年
度
の
四
月

一
日
以
降
に
考
え
た
い
。

池
渕　

な
ら
ば
新
た
に
、
緊

急
対
策
チ
ー
ム
な
り
、
対
処

す
る
職
員
の
増
員
等
を
配
置

す
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長　

現
時
点
で
は
、
今
勤

務
し
て
い
る
職
員
を
も
っ
て

運
営
を
し
て
い
く
。
今
後

ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
案

等
々
が
出
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
そ
れ
は
、
そ
の
都
度

そ
の
都
度
、
運
営
に
支
障
が

で
き
る
場
合
は
、
す
ぐ
さ
ま

対
応
を
随
時
し
て
い
く
。

医
・
食
・
住
の
充
実
を
図
る
小
松
島

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

池
渕　

医
・
食
・
住
の
充
実

を
図
る
小
松
島
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

糖
尿
病
死
亡
率
全
国
ワ
ー
ス

ト
一
位
を
受
け
、
県
で
は
、

医
療
関
係
機
関
や
産
・
官
・

学
が
連
携
を
し
、
さ
ら
な
る

改
善
へ
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
こ
と
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
徳

島
赤
十
字
病
院
を
核
と
し
た

こ
の
環
境
を
生
か
し
て
、
よ

り
強
い
積
極
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

市
長　

ま
ず
は
、
メ
タ
ボ
予

防
の
た
め
、
健
康
状
態
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
特
定
検
診
の
受

診
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

最
重
要
課
題
と
考
え
る
。
ま

た
、
商
工
会
議
所
の
青
年
部

な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
組
織
を
、

医
・
食
・
住
の
ま
ち
づ
く
り

を
ベ
ー
ス
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

で
き
る
限
り
支
援
を
進
め
て

い
き
た
い
。

井
村　

小
・
中
学
校
に
お
け

る
修
学
旅
行
や
遠
足
を
、
な

ぜ
、
日
本
全
国
で
徳
島
県
だ

け
が
い
ち
早
く
中
止
・
延
期

を
念
頭
に
対
応
し
た
の
か
。

教
育
長　

当
初
は
、
未
知
の

危
険
度
の
高
い
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
認
識
で
あ
っ

た
の
で
、
子
ど
も
の
健
康
と

生
命
を
守
る
た
め
に
、
健
康

保
全
の
危
機
管
理
を
最
優
先

事
項
と
し
て
対
応
し
た
。

井
村　

徳
島
県
内
に
お
け
る

遠
足
の
中
止
・
延
期
は
過
剰

反
応
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長　

危
険
性
・
緊
急
性

の
高
い
課
題
と
考
え
、
修
学

旅
行
同
様
、
危
険
度
が
低
く

な
っ
た
時
期
に
実
施
す
る
の

が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

井
村　

学
校
や
保
護
者
に
対

し
て
経
緯
な
ど
の
経
過
説
明

が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。

教
育
長　

少
し
落
ち
着
い
た

状
況
に
な
っ
た
段
階
で
、
何

ら
か
の
形
で
説
明
す
る
の
が

適
切
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

井
村　

今
後
の
対
応
は
決
定

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

国
や
県
の
動
向
を

把
握
し
、
幼
・
小
・
中
学
校

や
関
係
諸
機
関

と
連
携
し
、
行

動
計
画
に
沿
っ

て
、
冷
静
、
迅

速
、
か
つ
適
切

に
対
応
し
て
い

く
。

井
村　

地
域
活

性
化
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付

金
事
業
の
う
ち

の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策

費
の
使
い
道
は
。

政
策
監　

救
助
資
機
材
購
入

事
業
や
備
蓄
資
材
購
入
事
業

に
お
い
て
、
感
染
防
護
服
や

マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
等
や
消

毒
液
な
ど
を
購
入
す
る
。

井
村　

秋
以
降
、
再
感
染
が

拡
大
し
て
も
対
策
は
万
全
な

の
か
。

政
策
監　

住
民
の
健
康
被
害

を
最
小
化
し
、
混
乱
を
防
ぎ
、

住
民
の
生
活
を
維
持
す
る

こ
と
を
基
本
方
針
に
、
小
松

島
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
、
広
く
市
民
に
対
し
て

周
知
し
て
い
く
。

市
営
和
田
島
団
地

に
つ
い
て

井
村　

市
営
住
宅
和
田
島
団

地
の
集
会
所
の
建
設
予
定
は

あ
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

住
民
に
快

適
な
環
境
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現

在
、
市
営
住
宅
は
老
朽
化
し

た
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
改
良
住
宅
の
改

修
整
備
も
あ
り
、
緊
急
性
の

高
い
事
業
か
ら
着
手
し
た
い

と
考
え
る
。

徳島赤十字病院

市営和田島団地
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住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
置

 

補
助
制
度
の
導
入
は

答　答　

本
年
一
月
か
ら
導
入
し
て
い
る

公
明
党　

大
木　
　

進　
議
員　

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
置

 

補
助
制
度
の
導
入
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
要
綱
を
作
成
し
、

契
約
規
則
に
盛
り
込
ん
で
は

答　答　

先
進
事
例
を
研
究
し
、
基
本
的
な

　
　

実
施
要
綱
の
策
定
を
検
討
し
た
い

み
ら
い
の
会　

安
平　

剛
之　
議
員　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
要
綱
を
作
成
し
、

契
約
規
則
に
盛
り
込
ん
で
は

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

大
木　

太
陽
光
発
電
に
対
す

る
国
の
施
策
等
、
最
近
の
状

況
は
。

市
民
環
境
部
長　

住
宅
用
太

陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
補

助
金
を
確
保
し
、
本
年
一

月
か
ら
補
助
金
の
申
請
、
交

付
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
施
策
と
し
て
、
学
校
耐
震

化
の
早
期
推
進
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
初
め
と
し
た
エ
コ
改

修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、

家
庭
で
発
電
し
た
電
力
を
、

電
力
会
社
に
よ
る
新
た
な
買

い
取
り
制
度
の
導
入
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。

大
木　

市
独
自
の
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
制
度
を
導
入
す
る
見
込
み

に
つ
い
て
。

市
民
環
境
部
長　

事
業
費
の

九
五
％
を
国
庫
補
助
金
と
し

て
臨
時
交
付
金
で
賄
え
、
わ

ず
か
な
地
方
負
担
で
学
校
施

設
等
へ
の
設
置
が
可
能
と
な

る
の
で
、
施
策
の
活
用
に
十

分
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
に
つ
い
て

大
木　

受
診
率
の
向
上
を
図

り
、
一
人
で
も
多
く
の
女
性

に
喜
ば
れ
る
制
度
と
し
て
い

く
た
め
の
本
市
の
取
り
組
み

は
。

保
健
福
祉
部
長　

市
町
村
が

実
施
す
る
子
宮
け
い
が
ん
検

診
は
、
二
十
歳
、
二
十
五

歳
、
三
十
歳
、
三
十
五
歳
、

四
十
歳
の
方
に
、
乳
が
ん
検

診
は
、
四
十
歳
、
四
十
五
歳
、

五
十
歳
、
五
十
五
歳
、
六
十

歳
の
年
齢
の
方
に
、
検
診
手

帳
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
交

付
し
、
無
料
で
検
診
が
受
け

ら
れ
、
事
業
実
施
に
必
要
な

経
費
は
国
の
全
額
補
助
と
な

る
。
小
松
島
市
は
、
八
月
初

旬
を
目
途
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は

二
十
一
年
度
の
単
年
度
事
業

で
あ
る
の
で
、
二
十
二
年
度

以
降
も
積
極
的
に
国
、
県
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

緊
急
保
証
制
度
に
つ
い
て

大
木　

中
小
企
業
へ
の
民
間

安
平　

小
松
島
市
契
約
規
則

に
は
、
一
般
競
争
入
札
・
指

名
競
争
入
札
・
随
意
契
約

し
か
な
い
。
な
ぜ
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
が
採
用
で
き
た
の

か
。

産
業
建
設
部
長　

プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
と
は
業
者
を
選
定

す
る
ま
で
の
手
法
で
あ
り
、

そ
の
業
務
内
容
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
ご
と
、
各
担
当
課

で
要
綱
等
を
作
成
し
、
運
営

し
て
い
る
。

安
平　

小
松
島
市
契
約
規
則

は
昭
和
四
十
九
年
に
制
定
さ

れ
て
い
る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
は
、
近
年
、
国
会
の
場

に
お
い
て
随
意
契
約
が
問
題

と
な
り
、
新
し
く
採
用
さ
れ

た
方
式
で
あ
る
。
他
市
で
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
要
綱
を
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

本
市
で
も
要
綱
を
契
約
規
則

に
明
記
し
た
ら
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長　

本
市
に
お

け
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の

基
本
的
な
実
施
要
綱
等
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
他
市
の

例
も
研
究
検
討
し
て
い
き
た

い
。

安
平　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
業

者
を
選
定
す
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
そ
の
後
は
随
意
契
約
で

契
約
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
小
松
島
市
契
約
規
則
第

十
八
条
の
随
意
契
約
に
は
、

「
予
定
価
格
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、

今
回
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

等
処
理
委
託
業
務
は
予
定
価

格
を
定
め
て
い
た
の
か
。

副
市
長　

予
定
価
格
に
つ
い

て
は
、
今
の
段
階
で
は
設
定

し
て
い
な
い
。
選
定
時
に
お

い
て
最
初
か
ら
価
格
を
決
め

た
中
で
は
、
広
い
範
囲
の
提

案
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
の
段

階
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
い

た
だ
い
た
額
を
基
に
、
今
議

会
に
予
算
と
し
て
上
げ
て
い

る
。予
算
が
承
認
さ
れ
た
後
、

正
式
な
契
約
を
締
結
す
る
。

安
平　

各
課
で
施
行
す
る
の

で
な
く
、
小
松
島
市
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
要
綱
を
早
く
制
定

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。




